
【担当省庁：内閣官房、文部科学省、文化庁】

■アートマネージャーを活用した地域活性化の取組
▶ 

▶ 

▶ 

■高等学校学習指導要領（現行）
▶ 「伝統や文化に関する教育の充実」が高等学校の教育内容として明記

■芸術家と経済界との連携を促進する取組
▶ 

▶ 

▶ 

■各国の文化予算割合（2016年度）
▶ ＧＤＰに占める文化予算の割合は、日本0.11%、フランス0.87％、韓国0.99％

文化庁との連携強化について

1 文化庁との連携による戦略的な事業展開

現在、文化芸術・文化資源を活用した地域活性化の取組は、地域住民が中心の取組
にとどまり、地域の文化資源を十分に活かし切れていない状況

京 都 府
の担当課

 文化スポーツ部 文化政策課(075-414-4217)　文化芸術振興課(075-414-4219)
 　　　　　　　 文化交流事業課(075-414-4279)

　文化による地方創生を実現するため、文化庁「地域文化創生本

部」と地方が連携した新たな文化行政のモデル構築に向けて以下の

施策を講じていただきたい。

京都府では、若手作家と企業経営者等の意見交換の場となる「アートラウンジ」を
開催し、作品購入・制作支援等を行う企業経営者とのマッチングを支援
産業界等との連携拠点が全国各地で形成されるよう、対象地域の拡充が必要

京都府・京都市共同提案

　①　地域におけるアートマネージャーの配置への支援制度

　②　全国高校生伝統文化フェスティバルに係る予算の増額

　③　先進的文化芸術創造拠点事業の対象地域の拡充

　地域には個性豊かな独自の文化が存在する一方、都市部と比

べて文化資源の発掘や活用を牽引し、文化による地域の活性化

を促進する専門性を備えた人材が地方には不足

　より多くの高校生が地域の伝統文化を経験し、次世代に継承

していくための学習や交流の取組に対する財政支援の充実が必

要

　また、地方と文化庁との一層の連携強化を図るため、先行移転で

設置した文化庁地域文化創生本部における関係予算を増額された

い。

　さらに、文化芸術立国の実現に向けて、文化庁に係る関係予算を

他の先進国に匹敵するように増強されたい。

　地方公共団体が地域の文化芸術資源を活用し、芸術団体や大

学、産業界等と連携して行う先進的な取組等を支援する全国各

地での拠点形成に向けた対象地域の拡充が必要

京都府では、地域アートマネージャー等を配置し、地域の文化資源の発掘を主とし
た短期のアーティスト・イン・レジデンス事業等を府内各地へ展開し、地域発信型
の芸術祭の開催に向けた取組を実施

文化芸術・文化資源による地域活性化を図るためには、専門性を持ったアートマ
ネージャーの人材確保や地域への紹介等のマッチングや配置への支援が必要

文化芸術活動の担い手が継続して活動するためには、活動資金を得るための作品の
販売先や制作費の支援先の確保が必要であるが、作品の発表・販売機会や産業界と
の交流機会が不足し、芸術関係者と産業界等との連携強化が必要



平成29年６月　京都府

■京都文化芸術会議
▶ 

■古典の日法制化の経緯
▶ 

H20.11.1 源氏物語千年紀記念式典で「古典の日」宣言（11月1日を古典の日とする）
H21　古典の日推進委員会発足、「古典の日」法制化に向けて活動
H24.3.29 「古典の日」推進議員連盟設立
H24.8.29 「古典の日に関する法律」成立、9.9公布・施行

■古典の日フォーラム2016 の概要

日時：平成28 年11 月１日(火) 場所：ロームシアター京都 

趣旨：古典の日推進委員会のメインイベントとして開催。古典の魅力を広く発信し、
　　　「古典の日」推進活動のさらなる展開を促すことにより、全国及び全世代への
　　　普及・定着を図る。

源氏物語千年紀の成果を継承し、広く国民全体が古典に学び親しむ日として、11月1日
を古典の日とする法律制定を京都から働きかけ、平成24年に実現

日本の文化・芸術を代表する「京都府文化賞」受賞者により設立された京都文化芸
術会議において、文化庁移転を踏まえた新たな文化行政の推進体制として、内閣主
導で省庁横断的に文化芸術振興策に取り組めるよう内閣総理大臣を議長とする会議
の設置を提言

国の主な取組： 平成24年11月1日　古典の日記念シンポジウム(「古典の日フェスタ」)等
　　　　　　　を実施（それ以降なし）

　文化芸術振興基本法の改正と合わせて、「文化芸術推進会議」を

総理直属の会議体として位置付けていただきたい。

　法制化された古典の日の普及・定着のため、文化庁の地域文化創

生本部において、「古典の日フォーラム」の全国展開や、関係機

関・団体の全国的なネットワーク構築に取り組み、全国に「古典の

日」の精神を普及し、次世代に継承していただきたい。

古典の日推進委員会は、法制化後も「古典の日」の普及啓発・定着のため引き続き活動


